
「神の安息にあずかる約束」         2018 年 12 月 15 日 

ヘブライ人への手紙 3 章 15 節～4 章 2 節 それについては、次のように言われていま 

す。「今日、あなたたちが神の声を聞くなら、／神に反抗したときのように、／心をかた

くなにしてはならない。」いったいだれが、神の声を聞いたのに、反抗したのか。モーセ

を指導者としてエジプトを出たすべての者ではなかったか。いったいだれに対して、神は

四十年間憤られたのか。罪を犯して、死骸を荒れ野にさらした者に対してではなかったか。 

いったいだれに対して、御自分の安息にあずからせはしないと、誓われたのか。従わなか

った者に対してではなかったか。このようにして、彼らが安息にあずかることができなか

ったのは、不信仰のせいであったことがわたしたちに分かるのです。 

だから、神の安息にあずかる約束がまだ続いているのに、取り残されてしまったと思わ 

れる者があなたがたのうちから出ないように、気をつけましょう。というのは、わたした

ちにも彼ら同様に福音が告げ知らされているからです。けれども、彼らには聞いた言葉は

役に立ちませんでした。その言葉が、それを聞いた人々と、信仰によって結び付かなかっ

たためです。 

 

「著者」は、「今日、あなたたちが神の声を聞くなら、／神に反抗したときのように、 

／心をかたくなにしてはならない」と忠告する。「いったいだれが、神の声を聞いたのに、

反抗したのか。モーセを指導者としてエジプトを出たすべての者ではなかったか」と問い

かける。モーセに率いられ、出エジプトをしたが、荒れ野をさまよい、食べ物に飢え、水

に渇いた。民は奴隷ではあったが、肉鍋を食べたエジプト時代を懐かしがり、「なぜ、我々

をエジプトから導き上ったのか。わたしも子供たちも、家畜までも渇きで殺すためなのか」

とモーセに迫った。彼らは、神の守りの言葉を聞いていながら、聞かなかったかのように

反抗し、心を頑なにしたのである。「著者」は、「いったいだれに対して、神は四十年間

憤られたのか」と問い、「罪を犯して、死骸を荒れ野にさらした者に対してではなかった

か」と答えている。また「 いったいだれに対して、御自分の安息にあずからせはしないと、

誓われたのか」と問い、「従わなかった者に対してではなかったか」と答えている。 

 モーセはシナイ山に登り、なかなか帰って来なかった。不安と恐怖に怯えた民は、アロ

ンに我々に先立って行く神々、像を造ってくれと言い寄り、金の耳輪を集め、若い雄牛の

像を鋳造した。祭壇を作り、献げ物をささげ、その前で、食い飲みし、戯れた。シナイ山

から下りて来たモーセは、偶像にひれ伏す民に怒りを発し、持っていた石板を投げつけた。

「その日、民のうちで倒れた者はおよそ三千人であった」と伝えている。彼らは、まさに

不信仰の故に、死骸を荒れ野に晒したのである。この故事は、人間が偶像に走る状況をよ

く伝えている。人は不安と恐怖に襲われた時、それから逃れようと偶像に頼るのである。

不安と恐怖は常に襲って来るもので、私たちを真に生かす神に信頼し続けることは容易な

ことではないということである。 

「著者」は、神の安息に与る約束が与えられているのに、取り残されてしまったと思う 

者があなたがたのうちから出ないようと忠告している。彼らは神の守りの言葉を聞いてい

たけれども、彼らには役立たなかった。その言葉を聞いた人々の信仰とは結び付かなかっ

たためである。私たちも福音を、神の安息に与る約束を聞いている。約束を信じるところ

に約束は実現するのである。 


